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調 査 資 料                       教科： 国 語    種目： 国 語   ＮＯ．１  

 

発行者の略称 東 書 教 出 

書  名 新しい国語 ひろがる言葉 小学国語 

 

編修の趣旨と工夫 

学習指導要領との関

連 

内容・構成 

教科・種目別の観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「見通す」「取り組む」「ふり返 

る」の構成で編成され、児童が見

通しをもって課題に取り組むため

の工夫がなされている。 

・「言葉相談室」では、具体的な日

常場面が設定され、言葉に対する

語彙を豊かにし、造詣を深めるよ

うな工夫がなされている。 

・「話す・聞く」「書く」「読む」

の各領域のテーマが互いに連動し

ているので、つながりをもって学

ぶことができるようになってい

る。 

・５年の「伝えたい言の葉」では、

言葉のひびきを楽しむ古典が紹介

され、６年では古典芸能や歴史上

の人物の言葉など伝統的な言語文

化に親しむ工夫がされている。 

・「漢字を使おう」では、練習問題

へと繋がっている二次元コードが

あり、漢字の書き取りの定着がで

きるように工夫されている。 

・単元の「見通しをもとう」では、

めあてからふり返りまで一連の活

動とそれを支える思考ツールが示

され、主体的な学びを促してい

る。 

・「漢字の広場」「言葉の広場」で

は、漢字や言葉の使い方、時代に

おける違いをはじめ、豊かな語彙

感覚を身につけるための工夫がな

されている。 

・１年の『なかよしの みち』では、

幼児期での体験や入学期のイラス

トが掲載され、スタートカリキュ

ラムを意識したつくりにとなって

いる。 

・「言葉の文化」では、日本人の生

活とかかわりの深い事柄について

まとめられ、言葉の広がりと文化

を結び付けて考えることのできる

工夫がなされている。 

・文字指導では、鉛筆で書いたよう

な書体で、濃淡があり、運筆や筆

圧の加減がわかりやすい工夫がな

されている。 

 

分量・装丁・表記等 

           

 

 

 

 

 

・全体として、色合いのやわらかな

イラストが使われており、色覚の

多様性に配慮されている。 

・数字の他にドットがつけられてい

るので、一目で何行目かが分かる

ように、読みやすい工夫がなされ

ている。 

・領域ごとに色分けされており、ど

の領域の学習なのかが視覚的に掴

みやすい工夫がされている。 

・文字のフォントの大きさを変えた

り、文字の周りに色をつけたりし

て、児童が注目しやすい工夫がさ

れている。 

 

本市の児童の実態や

地域等の特性との関

連 

 

 

 

 

 

 

・デジタル時代に対応し、インター

ネットや情報等の取り扱い、デジ

タルノートを活用するためのコン

テンツなどが取り入れられてい

る。 

・「未来を生きる君へ」では、将来

の夢に向かって努力する本市の子

どもたちへのメッセージとして、

扱うことができる。 

・４年生の「みんなが楽しめる新ス

ポーツ」では、様々な視点からル

ールを議論し、インクルーシブに

ついて考えることができる。 

・書く単元では、書く際の視点の持

ち方を生活科や他教科からも取り

入れ、教科横断的に学習を進める

ことができる。 



 

2 

 

調 査 資 料                       教科： 国 語    種目： 国 語   ＮＯ．２  

 

発行者の略称 光 村 
 

書  名 国語  

 

編修の趣旨と工夫 

学習指導要領との関

連 

内容・構成 

教科・種目別の観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・それぞれの単元の「見通しをもと

う」では、学習過程が示され、学

習の見通しをもち、問いや対話が

自然と生まれてくるようになって

いる。 

・「言葉のたから箱」「季節の言

葉」の語彙が充実しており、豊富

な言葉の中から自分が表現したい

ことばを主体的に選べるようにな

っている。 

・１年生では、絵本の読み聞かせか

らはじめるなど環境の変化に対応

できるようスタートカリキュラム

を意識した工夫がなされている。 

・５年の「古典の世界」「古典に親

しもう」では、言葉のひびきやリ

ズムを味わい、当時の様子を想像

しながら読むことができるように

配慮されている。 

・「漢字の広場」では、日常の生活

場面などの様々なテーマが設定さ

れ、児童が自分のこととして取り

組みやすいつくりになっている。 

  

 

分量・装丁・表記等 

           

 

 

 

 

 

・文字の大きさや行の間隔などが学

年によって配慮されており、読み

やすい工夫がなされている。 

・「たいせつ」のマークなどイラス

トで視覚化し、学習のポイントを

簡潔にまとめられているので、児

童が学びやすい工夫がなされてい

る。 

 

 

本市の児童の実態や

地域等の特性との関

連 

 

 

 

 

 

 

・情報の扱い方に関する教材や「書

く」学習の機会が繰り返し設けら

れており、論理的に書くことが苦

手な児童にとって取り組みやすい

ように工夫されている。 

・国籍や性別、障がい、髪や肌の色

等、人権に配慮されたイラストが

掲載され、SDGｓや一人ひとりを大

切にする本市の理念に合致した内

容となっている。 
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調 査 資 料                   教科： 国 語    種目： 書 写   ＮＯ．１  

 

発行者の略称 東 書 教 出 

書  名 新しい 書写 小学 書写 

 

編修の趣旨と工夫 

学習指導要領との関

連 

内容・構成 

教科・種目別の観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・書写の学び方を「見つけよう」「確

かめよう」「生かそう」などのキー

ワードで示し、見通しをもって学べ

るようになっている。また、３年生

以降は毛筆と硬筆の反復構成となっ

ている。 

・筆の動きが青い線や点線で示されて

おり、次の点画へ空中でなめらかに

つなげる動きを誘導している。ま

た、「書写のかぎ」でポイントが分

かりやすくまとめられている。 

・学習事項の「配列」では、縦書きと

横書きの練習を見開きページに載せ

ており、国語以外の学習とも関連が

あることを意識しやすいつくりにな

っている。 

・各めあてに「見つけよう」や、表紙 

裏の見開きに「おかしな〇〇」とい 

うコーナーが設けられており、児童 

同士が対話しながら、気づきを得ら 

れる工夫がされている。 

・「生活に広げよう」「学びを生かそ 

う」のコーナーで、メモの取り方や 

ポスターづくりなど他教科とも関連 

させるつくりとなっている。 

・学習の始めと終わりに硬筆練習を設 

定していて、毛筆での練習が生かせ

るようになっている。 

・初めに、筆の動かし方や、力の入れ 

方の違いについて学習する場面があ

る。詳しい説明もあり、児童が理解

するペースに合わせて、見返すこと

ができるよう工夫されている。 

・硬筆は、日常の学習と関連付けられ 

ている。マス目の使い方や手紙の書 

き方など、他教科の学習や生活でも

役立つ内容が示されている。 

・たまごのマークの「考えよう」で

は、児童が主体的に課題を発見した

り、対話的活動を促したりする問い

が示されている。また、その対話の

様子が写真や図で掲載され、児童の

興味・関心を引き出す工夫となって

いる。 

・「レッツ･トライ」「書いてつたえ 

合おう」でノート作品や発表資料を

取り上げ、他教科へのつながりが意

識できるよう示されている。 

 

分量・装丁・表記等 

           

 

 

 

 

 

・学年に合わせ文字の大きさを変えて

示されている。 

・準備から片付けまでの流れを含めた 

写真があり、見通しをもちやすい。 

・「書写のかぎ」には、児童が自分の

取組をいつでも振り返ることができ

る工夫がされている。 

・どの学年も一目で見やすい大きさで 

文字が書かれている。 

・見開き 1ページの中に毛筆の手本と

ともに、めあてに添った確認事項が

示されている。 

・毛筆学習の初期に、穂先の向きを、

生活に密着した時計の針で表現する

工夫がされている。 

 

本市の児童の実態や

地域等の特性との関

連 

 

・６年の「学びを生かそう」では、小

学校の書写の学びを総括し、中学校

でも広げられるよう、「六年生のま

とめ」や「書写展覧会を開こう」が

設けられている。 

・６年の見返し部分に「世界の『書

く』」が掲載されており、本市がめ

ざす多文化共生の理念と一致してい

る。 
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調 査 資 料                   教科： 国 語    種目： 書 写   ＮＯ．２  

 

発行者の略称 
 

 

書  名 書写  

 

編修の趣旨と工夫 

学習指導要領との関

連 

内容・構成 

教科・種目別の観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・毛筆の学習の後、学習したことを生 

かした硬筆練習がある。 

・動物キャラクターの体の動きや擬音 

で、筆使いや運筆のリズムが示され

ており、イメージしやすい工夫がさ

れている。 

・硬筆の学習では、国語ノートや連絡 

 帳など、普段使っているものを題材 

 に取り上げ、生活に役立てやすいよ 

 うになっている。 

・「考えよう」「たしかめよう」「生 

かそう」の流れで構成されており、

「考えよう」で、整った文字を書く

ためにはどうしたらいいのか児童自

身に問うことで主体的な学びに繋が

るようにしている。また、この問い

について指導者や友だちとの対話を

促している。 

・「書写広げたい」「やってみよう」 

では、学んだ内容を他教科で実践す

る例が示され、教科横断的な学習に

つながっている。 

      

 

 

分量・装丁・表記等 

           

 

 

 

 

 

・説明の文と、手本の文のフォントを 

 変え、より分かりやすくなってい 

る。 

・大切なポイントがシンプルに示され 

ており、余白もあり、文字が見やす

くなっている。 

・イラストがふんだんに使われており 

イメージしやすく、興味をもって取 

り組める工夫がされている。 

 

 

本市の児童の実態や

地域等の特性との関

連 

 

 

・横書きの書き方を示している。生活 

科や理科のノートに活用できるよう 

見出しを付けて位置をそろえさせた

り、課題を枠で囲んだり見やすいノ 

ートの作り方を記載している。 

 

 

光 村 
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調 査 資 料             教科： 社 会        種目：  社 会     ＮＯ．１  

 

発行者の略称 東 書 教 出 

書  名 新しい社会 小学社会 

 

編修の趣旨と工夫 

学習指導要領との関

連 

内容・構成 

教科・種目別の観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・問題解決的な学習を進めていくため

に、問題を「つかむ・調べる・ま

とめる・いかす」という構成にし

ており、本時の学習問題や活動内

容を明記している。 

・「まとめる」のページでは、学んだ

ことを図や表を使い整理したり、

様々な視点から考え話し合ったり

できるよう、促すつくりになって

いる。 

・北方領土及び竹島に関しては「不法

に占領」、尖閣諸島については

「領土問題は存在しない」と明記

している。 

・ＳＤＧｓについて映像や資料などを

もとに学ぶことができる特設サイ

トを設けている。 

・詳しい資料や学習場面に応じた動画

などにアクセスできる二次元コー

ドを多数掲載している。また、タ

ブレット端末の使い方や情報モラ

ルが学べるデジタルコンテンツが

用意されている。 

・問題解決的な学習を進めていくた

めに、「つかむ・調べる・まとめ

る・つなげる」という構成にし、

「この時間の問い」など、本時の

学習問題を明記している。 

・「つなげる」のページでは、自分

でまとめた資料を使い、様々な視

点で話し合うよう、促すつくりに

なっている。  

・北方領土は「不法に占領」、竹島

は「不法な占拠」、尖閣諸島につ

いては「領土問題はない」と明記

している。 

・「ＳＤＧｓとつなげて考えよう」

というページを設定し、学習内容

とＳＤＧｓを関連づけて考えられ

るようにしている。 

・学習場面に応じて様々なコンテン

ツから選んで活用できる二次元コ

ードを多数掲載すると共に、巻頭

には、ＩＣＴ機器の多様な活用例

を紹介するページを設け、活用を

促している。 

 

分量・装丁・表記等 

           

 

 

 

 

 

・社会科の見方・考え方を４つ提示

し、児童に親しみのあるキャラク

ター(ドラえもん）の４種類のマー

クで、本時の学習に沿った見方・

考え方を示している。 

・単元の導入で、１ページの中に複数

の写真や絵を載せて、様々な資料

に触れられるよう工夫している。 

・本文に加え、学習内容に関連する情

報を記載し、児童の多様な学びに

応えられるようにしている。 

・「社会科で使う見方・考え方」を

６つ提示し、キャラクターの吹き

出しの中に本時の学習に沿った見

方・考え方を太字で示している。 

・１ページや見開きで大きな写真や

絵を載せ、その資料から様々な情

報を得たり、疑問を持ったりでき

るようなつくりになっている。 

・コラム、キーワードなどを、本文

と色分けして記載し、児童が学び

やすいようにしている。 

 

本市の児童の実態や

地 

域等の特性との関連 

 

 

 

 

 

・６年では、鎌倉幕府に関する地図資

料に藤沢の地名が出てくる。 

・６年では、各地に残る鎌倉時代のエ

ピソードを取り上げている。 

・６年では、江戸時代の入り鉄砲と出

女の資料として、箱根の関所につ

いて取り上げている。 

・４年では、藤沢の羽鳥村の小笠原

東陽について取り扱い、地域発展

に尽くした内容が扱われている。 

・４年では、箱根の寄木細工や神奈

川県全域の水道水の流れが扱われ

ている。 

・５年では、八ヶ岳野外体験教室と

関連のある野辺山原の暮らしや牧

場の様子を取り上げている。 
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調 査 資 料             教科： 社 会        種目：  社 会     ＮＯ．２  

 

発行者の略称 日 文  

書  名 小学社会  

 

編修の趣旨と工夫 

学習指導要領との関

連 

内容・構成 

教科・種目別の観点 

 

 

 

・問題解決的な学習を進めるために、

問題を「発見する、追究・解決す

る、ほりさげる」の構成にし、本

時の学習問題を明記している。 

・問題をほりさげるページでは、学習

のまとめ方を示し、イラストで対

話例も提示しながら、学んだこと

を様々な面から深め合うよう、促

すつくりになっている。 

・北方領土及び竹島に関しては「不法

に占拠」、尖閣諸島については

「領有については、問題がない」

と明記している。 

・各単元末に「未来につなげる〜わた

したちのＳＤＧｓ〜」というコー

ナーを設け、学習内容と関連づけ

て調べる学習を促している。ま

た、巻末に「ＳＤＧｓの目標シー

ル」を付録としてつけている。 

・学習場面に応じたワークシート、写

真や動画などにアクセスできる二

次元コードを多数掲載し、資料の

詳細な読み取りや比較に使えるよ

うになっている。 

 

 

分量・装丁・表記等 

           

 

・社会科の見方・考え方として空間・

時間・関係の３つを提示し、キャ

ラクターのマークで本時の学習に

沿った見方・考え方を示してい

る。 

・写真や地図に加えて複数の統計資料

も載せ、資料を関連づけて読み深

められるよう工夫している。 

・本文を学習活動、学習内容、友達の

発言に分けて表記し、児童が学び

やすいようにしている。 

 

 

本市の児童の実態や

地 

域等の特性との関連 

 

・４年では、二宮金次郎（小田原市）

の農地改修を取り上げている。 

・５年では、未来につなげる取り組み

として、横浜市のフードバンクに

ついて紹介している。 

・６年では、歴史的遺産と共生するま

ちづくりとして鎌倉市を取り上げ

ている。 
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調 査 資 料      教 科： 社 会     種 目： 地 図    ＮＯ．１    

発行者の略称 東 書 帝 国 

書  名 新しい地図帳 楽しく学ぶ 小学校の地図帳 

 

編修の趣旨と工夫 

学習指導要領との関

連 

内容・構成 

教科・種目別の観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・どのページにも「ホップ、ステッ 

 プ、マップでジャンプ」を設け、そ 

 れぞれのレベルを星で表し、難易度 

 が上がるほど発展的な内容とするこ 

 とで、主体的な取組みを促す仕掛け 

 となっている。 

・領土・領海・領空・排他的経済水域 

 を海底も含めて示した模式図で表し 

 ている。 

・日本の自然災害のページでは、ハザ 

 ードマップとそれに関連した問いを 

 掲載し、自分たちの住む地域のマッ 

 プを見た際の考える視点が示されて 

 いる。 

・歴史学習では、遣唐使船や大航海時 

 代の航路に加え世界情勢についても 

 詳細を知ることができる。 

・ＳＤＧｓに関連する項目について、 

 索引の中にコーナーを設けている。 

 また、二次元コードのアクセス先の 

 サイト内にＳＤＧｓについて、詳し 

 い情報のリンクを紹介している。 

・多くのページに「地図マスターへの 

 道」があり、そこに示された課題に 

 取組むことで主体的に地図活用のス 

 キルを身につけることができる仕掛 

 けとなっている。 

・領土・領海・領空・排他的経済水域 

 を上空から俯瞰して示した模式図で 

 表している。 

・日本の自然災害のページでは、防災 

 の観点から、防災マップの作成方法 

 が描かれていて、自分事として捉え  

 やすくマップを作る際の参考になる 

 よう工夫されている。 

・歴史学習では、明治時代初期の地図 

 が掲載されていることで、過去と比 

 較できる。 

・ＳＤＧｓに関連する項目とそれに関 

 連した解説を随所に設けている。ま 

 た、二次元コードのアクセス先のサ 

 イト内にＳＤＧｓについて、詳しい 

 情報のリンクを紹介している。 

 

分量・装丁・表記等 

 

           

 

 

 

 

 

・資料については、学習する項目ごと 

 に必要な情報が見開きにまとめられ 

 ている。グラフやイラストが大きく 

 読み取りやすいつくりになってい 

 る。 

・土地の高さや河川などの地形的な特 

 色と市街地・田畑など土地利用の様 

 子を関連付けているほか、地方別の 

 地図では道路の情報が詳しく表記さ 

 れている。 

・資料については、見開きの情報量が 

 精選されており、児童が情報を読み 

 取りやすいつくりになっている。 

・土地の高さや河川などの地形的な特 

 色と、市街地・田畑などの土地利用 

 の様子を関連付けているほか、色分 

 けも鮮明で必要な情報を捉えやすい 

 工夫がなされている。 

 

本市の児童の実態や

地域等の特性との関

連 

・「東京都とそのまわり」を示す地図 

 では、鎌倉の大仏や野球場、サッカ 

 ースタジアム等、児童の興味を引く 

 イラストなどが掲載されている。 

・日本の自然の様子（高地のくらし） 

 に５年生の八ヶ岳野外体験教室の学 

 習と関連のある野辺山原についての 

 情報が記載されている。 
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調 査 資 料                    教科： 算 数     種目： 算 数     ＮＯ．１ 

発行者の略称 東 書 大日本 

書  名 あたらしい算数 たのしい算数 

 

編修の趣旨と工夫 

学習指導要領との関

連 

内容・構成 

教科・種目別の観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・見方・考え方を働かせ、課題を解決

する力を育成するために、「○○の

ときと同じように考えると」が設け

られている。 

・「どちらがながい」では、文房具や

教室にあるものなど、身の周りにあ

るものの長さ比べが例示されてお

り、自分の持ち物でもやってみた  

い、調べてみたい、見つけたことを 

具体物を使って友達に伝えたいと思 

わせる工夫がある。 

・４年以上に、「それなら次は？」 

という既習を活かして自分たちで学 

習を進めていくコーナーがあり、  

「主体的・対話的な深い学び」が実 

現できる工夫がされている。 

・３年以上にある「今日の深い学び」

では、既習事項を使って解決できる

発展的な問題提示に工夫が見られ

る。 

・２年、３年ではパソコンを使わずに

筆算の解き方を使って、４年以降で

はパソコンを使って、児童の発達段

階に合わせてプログラミング的思考

を育む内容が扱われている。 

 

 

 

 

・「ふりかえろう」という活動には、

他の子どもの見方・考え方に視点を

置いた例示があり、他者の見方・考

え方を価値づける工夫がある。 

・どの学年も、「学び合おう」の帯で

示された部分には、どのように表現

し、伝え合い、学びを深めていくの

か、手順や方法が細かく書かれてい

る。 

・「じっくり深く学び合おう」では、

自分の考えを筋道を立てて説明する

ことや友だちの考えを聞くときのポ

イントが示されており、深い学びが

実現するように工夫されている。 

・「新しい学習がはじまるよ」には、

問いとともに絵をページ全体で取り

上げることで、興味・関心を引き出

している。 

・１年から６年まで、「プログラミン

グに挑戦」のページがあり、パソコ

ンを使わずにプログラミング的思考

を育む内容と、さらに２年生からは

パソコンを用いてプログラミングの

基礎も学べるようになっている。 

 

分量・装丁・表記等 

           

 

 

 

・１年は分冊で１巻がＡ４サイズのワ

ークブック、２〜５年分冊、６年合

冊。教科書サイズはＢ判。 

・児童が文章の内容を理解しやすいよ

うに、すべての文章が文節改行にな

っている。 

・１年分冊で１巻がＡ４サイズのワー

クブック、２〜６年合冊。教科書サ

イズはＢ判。 

・児童が文章の内容を理解しやすいよ

うに、読みやすい位置での改行にな

っている。 

 

本市の児童の実態や

地域等の特性との関

連 

 

 

・ノートづくりを重視し、数学的な見

方・考え方の振り返りや自覚ができ

るようにノートの活用法が紹介され

ている。 

・問題解決の練り上げの過程では、自

分の考えと他者の考えの比較・検討

に主眼が置かれており、自分の考え

と似ている考えを見出し、図や式な

どを用いて説明する活動を促すよう

な内容となっている。 

・３年生以上の「ふりかえろう」の活

動では、他の子どもの見方・考え方

に視点を置いた例示があり、見方・

考え方を価値づける工夫がある。 

・巻頭にノートのかき方の例、話し

方、聞き方が提示されており、児童

が関わりながら学ぶよう工夫されて

いる。 
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調 査 資 料                    教科： 算 数     種目： 算 数     ＮＯ．２ 

発行者の略称 学 図 教 出 

書  名 みんなと学ぶ 小学校 算数 小学算数 

 

編修の趣旨と工夫 

学習指導要領との関

連 

内容・構成 

教科・種目別の観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・｢数学的な見方・考え方｣とはどう 

いったものなのかを「考え方モンス

ター」として明確に示している。単

元末の「ふりかえろう！」では、そ

の単元でどんな見方・考え方を使っ

たのかを振り返る工夫がある。 

・「図や表を使って問題を考えよう」

では、図などを使って表し、問題場

面が捉えやすくすることで、児童が

考えを深められるよう工夫してい

る。 

・「はてなを発見」では、児童の日常

生活に基づく疑問から問いが生まれ

ており、「知りたいな」と主体的に

学びに向かえるような工夫がされて

いる。 

・「算数をつかって」「深めよう」な

ど、身のまわりの生活の中にある算

数に目を向け、数学的創造性を培う

よう工夫されている。 

・「プログラミングのプ」というコー

ナーが設けられており、１年から６

年までパソコンを使わずにプログラ

ミング的思考をはたらかせる問題が

扱われている。 

 

 

 

 

・２年以降にある「つながるミカタ」

では、既習に目を向けたり、分類し

たり、そろえたりなど知識・技能を

身につけるためのポイントが示され

ている。また、「ふりかえろう」

は、４コママンガで分かりやすい内

容で記されている。 

・「算数を使って考えよう」では、日

常生活の中の疑問を算数の見方・考

え方を用いて、解決できるよう促し

ている。 

・「はてな？→なるほど！→だった

ら！？」という児童の問の連続を意

識した構成になっている。また、学

びをより深めるための「？？」が設

定されている。 

・単元の導入で、児童の興味を引く場

面設定となっており、目的意識をも

って取り組める工夫がされている。 

・１年、２年、４年、５年には「プロ

グラミングにちょうせん」というコ

ーナーがあり、パソコンを使ったプ

ログラミングの基礎を学べるように

なっている。 

 

分量・装丁・表記等 

           

・１〜５年分冊、６年合冊、中学校へ

のかけ橋（別冊）。教科書サイズは

ＡＢ版。 

・児童が文章の内容を理解しやすいよ

うに、文節で改行されている。 

 

・１〜４年分冊、５、６年合冊となっ

ている。教科書サイズはＢ判。 

・児童が文章の内容を理解しやすいよ

うに、読みやすい改行になってい

る。 

 

本市の児童の実態や

地域等の特性との関

連 

 

 

・「ノート名人になろう」のコーナー

では、友だちの考えを聞いて良いと

思ったところを書く活動があり、他

者との関わりで学習が深まるよう工

夫されている。 

・「算数をつかって」では、学びの中

や生活の中から見つけた問題を解決

しながら、身につけた算数の知識が

生活の中に広がっていくことが実感

できるようになっている。 

・「広がる算数」、「社会のとび

ら」、「歴史のとびら」等のページ

では、算数で学んだことを生活や他

の学習をつないで考えられるよう工

夫されている。 

・「友だちのノートを見てみよう」の

コーナーでは、友だちの考えを書い

たり比べたりする活動があり、他者

との関わりで学習が深まるよう工夫

されている。 
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調 査 資 料                    教科： 算 数     種目： 算 数     ＮＯ．３ 

発行者の略称 啓林館 日 文 

書  名 わくわく 算数 小学算数 

 

編修の趣旨と工夫 

学習指導要領との関

連 

内容・構成 

教科・種目別の観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「算数で使いたい考えの進め方」に

おいて、既習内容を振り返り「図を

使って考える」「きまりをみつけ

る」などの見方・考え方を例示して

いる。 

・１年「３つのかずのけいさん」で

は、お話の「言葉」「絵」「ブロッ

ク図」「数字、式」が見開きで大き

く横に並べて書かれていて、問題文

から式を作る考え方がわかりやすく

なっている。 

・児童の問いや気づきとするものが

「めばえ」として掲載されていて、

そこから「めあて」、「まとめ」へ

とつながるような授業展開がしやす

い構成になっている。 

・５年「どんな計算になるのかな」で

は、金閣寺の金箔の量を考えたり、

円周と直径の学習では「円周測定マ

シーン」を作ったり、興味・関心を

もって課題に取り組める工夫がされ

ている。 

・全学年「わくわくプログラミング」

のコーナーがあり、パソコンを使っ

てプログラミングを行うことができ

る。 

・巻末に「算数で使いたい見方・考え

方」として、「簡単な場合で考え

る」、「きまりを見つける」などの

見方・考え方が示されている。ま

た、単元ごとにさらに具体的な見

方・考え方が示されている。 

・ブロック操作と言葉での説明の仕方

が示され、更に、「けいさんのしか

た」がさくらんぼ計算の式で分かり

やすくまとまっている。絵や図をか

いて考える事例も多く載っており、

思考力や表現力が高まる工夫がされ

ている。 

・「じぶんでみんなで」では、いくつ

かの考え方が出る課題が提示され、

具体物や図を使った説明の仕方が分

かりやすく示されている。 

・３年「かけ算のきまりを見つけよ

う」では、遊びの中で学べるような

仕組みをつくることで、児童の興

味・関心を引き出す工夫をしてい

る。 

・１年から６年まで、「レッツプログ

ラミング」において、パソコンを使

わずにプログラミング的思考を育む

内容となっている。また、５年・６

年はパソコンを使ったプログラミン

グの基礎を学べる内容となってい

る。 

 

分量・装丁・表記等 

           

 

 

 

・１年分冊で１巻がＡ４サイズのワー

クブック、２〜４年分冊、５、６年

合冊。教科書サイズはＢ判。 

・児童が文章の内容を理解しやすいよ

うに、文章の改行は全て文節になっ

ている。 

・１年分冊で１巻がワークブック、２

〜４年分冊、５、６年合冊。教科書

サイズはＢ判。 

・１・２年では児童が文章の内容を理

解しやすいように、分かち書き、文

節改行になっている。 

 

本市の児童の実態や

地域等の特性との関

連 

 

 

 

 

・単元末の「ふりかえろう」で単元全

体をふりかえったときに、「数学的

な見方・考え方」を児童自らが価値

づけることができるようになってい

る。 

・３年生以上では、「わくわくＳＤＧ

ｓ」や社会科で学習した内容を関連

づけるページがあり、データ活用や

読み取りの学習ができるようになっ

ている。 

・「使ってみよう」では、学習したこ

とを身の回りで活用する活動を取り

上げ、算数と生活との関連が実感で

きるようになっている。 

・「算数ノートをつくろう」のコーナ

ーでは、自分の考えや友だちのよい

考えを書く活動があり、学び合いの

意識をもつよう工夫されている。 
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調 査 資 料       教 科： 理 科   種 目： 理 科   ＮＯ．１ 

発行者の略称 東 書 大日本 

書  名 新しい理科 たのしい理科 

 

編修の趣旨と工夫 

学習指導要領との関

連 

内容・構成 

教科・種目別の観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・観察・実験の視点が文字や図、写真

で分かりやすく体系的に示されてい

る。また、安全面への配慮が必要な

ところに「きけん」と朱書きの記述

がなされている。 

・観察、実験において児童自ら問題解

決ができるよう、手順を明示してい

る。各場面で主に働かせる「理科の

見方や考え方」を青枠で囲み、具体

的に明示している。 

・理科及び他教科での既習事項、暮ら 

しとの関連が各単元の最初に掲載さ

れている。 

・各単元の「問題」で児童に分かりや

すい問いが示されている。吹き出し

において考えるヒントが複数明示さ

れており、児童の主体的、対話的な

学びを促すものである。「考えよ

う」では、学びを深める問いが示さ

れ、深い学びや児童同士の対話の実

現を目指した工夫がなされている。 

・各単元の随所に二次元コードがあり

観察・実験や学習内容の関連動画が

視聴できる工夫がされている。ま

た、巻末に「理科とプログラミン

グ」があり、各学年の児童の発達段

階に応じたプログラミングの実践例

が示されている。 

 

・観察・実験の方法や順序が、写真や

図も交えて分かりやすく端的に示さ

れている。注意点は朱書きで「注

意」と明記され、安全への意識を高

める工夫がなされている。 

・理科の見方につながる着眼点が「コ

コに注目」の欄に表記されており、

主体的に問題を見つけ、理科の見方

を働かせて問題解決をしていけるよ

う工夫がなされている。      

・巻末に算数科や他教科との関連が掲

載されており、他教科と関連がある

箇所には「〇〇科のつながり」と明

記され、教科書との関連ページが掲

載されている。 

・各学年において、「見つける」「調

べる」「伝える」とした問題解決の

過程を統一して示し、力を身につけ

ることができるよう工夫している。 

・各ページの下段に二次元コードがあ 

 り、道具の使い方や実験動画などが 

児童の必要なタイミングでいつでも  

視聴できるようになっている。また、

巻末にタブレットの使用方法やプロ 

グラミング教育に配慮した資料が掲 

載されている。 

 

分量・装丁・表記等 

           

 

 

・Ａ４版。問題解決に関わる文字が大

きく、ユニバーサルデザインの視点

が取り入れられている。 

・巻末にノートのまとめ方や実験器具

の使い方などが掲載されている。 

 

・Ａ４版で挿絵や図が大きく明瞭で見

やすい。全体的に淡い色使いを基調

とするなどユニバーサルデザインの

視点が取り入れられている。 

・巻末に観察、実験器具の使い方や資

料が掲載されている。 

 

本市の児童の実態や

地域等の特性との関

連 

 

 

 ・各単元の最初で問題をつかみ、観

察・実験のあとに考察、まとめの流

れとなり、児童の思考がまとまりや

すいように工夫されている。 

・茅ヶ崎市の雲の様子（５年生）、小

田原市の地層、三浦市の地震による

隆起（６年生）などの神奈川県の写

真が掲載されている。 

・登場する児童が対話しながら問題解 

決している様子が多く掲載され、児 

童が主体的に学習に取り組む工夫が 

なされている。 

・本市の湘南台文化センターこども館

（３年生）、新江ノ島水族館（５年  

 生）、江の島（６年生）の写真が掲  

載されている。 
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調 査 資 料        教 科： 理 科   種 目： 理 科   ＮＯ．２ 

発行者の略称 学 図 教 出 

書  名 みんなと学ぶ小学校理科 未来をひらく小学理科 

 

編修の趣旨と工夫 

学習指導要領との関

連 

内容・構成 

教科・種目別の観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・観察や実験の方法について、注目す

るポイントが写真や図を使って説明

されていて、見通しをもった活動が

できるようになっている。また注意

を喚起するマークを朱書き太字で表

記しており、安全への配慮が見られ

る。 

・問題解決の過程を８つのステップに

表し、それぞれの段階でつけたい見

方・考え方を「理科モンスター」と

して示し、児童が楽しみながら力を

つけたくなる構成になっている。 

・仕事やくらしのつながり、「科学者

を知ろう」など児童が授業以外にも

探究する意欲をもつことができるよ

う資料を掲載している。 

・実験の結果や学んだことについて、

具体的な場面や生活につなげた内容

に置き換えるなど、伝わりやすいよ

うに工夫し、説明する活動を随所に

設けている。 

・児童が必要な際に随時動画や資料な

どを閲覧したり、無料でプログラミ

ングを組んだりできるよう、二次元

コードでコンテンツを豊富に掲載し

ている。 

・観察や実験の基礎的な技能について、巻

巻末に器具の使い方の資料があり、 

基本操作を身につけられる構成にな 

っている。また、「危険」「注意」 

と朱書きの記載で安全への配慮を促 

している。 

・各学年、理科の見方・考え方を働か 

せる場面では「考え方のカギ」「見

方のカギ」のアイコンがついてお  

り、着目点をキャラクターの台詞で 

表し、マーカーで強調する工夫がさ 

れている。 

・巻頭では、比べる言葉、関係づける

言葉、見通しをもつ言葉、振り返る

言葉の具体を示し、国語科と関連さ

せて話すポイントが整理されてお

り、対話の参考になるよう工夫され

ている。 

・各単元の導入では、主体的に問題を

見つけられるよう、生活場面の資料

などを用いている。キャラクターの

対話場面を多く掲載し、学びを深め

られるよう工夫されている。 

・観察・実験に関する動画やウェブ図 

鑑を二次元コードから閲覧できるよ 

うにしたり、プログラミングなどで 

ＩＣＴ機器を扱う場面がわかるマー

クを掲載したりしている。 

 

 

分量・装丁・表記等 

           

 

 

・ＡＢ版。配色は誰にでも見やすくな

るようにユニバーサルデザインの視

点を取り入れるなど、色使いやレイ

アウトに配慮している。 

・巻末に器具の使い方や調べ方、話し

合い方などの資料がついている。 

・ＡＢ版。紙面、デザインやイラスト、 

図板についても色覚等に配慮し、ユ 

ニバーサルデザインを用いている。 

・巻末に天体ミニ図鑑、生き物ミニ図 

鑑などがついている。 

 

本市の児童の実態や

地域等の特性との関

連 

 

・各単元でつけたい力を示し、学習後

の振り返りで自己評価を行いながら

学習できるよう工夫されている。 

・「大地のつくりと変化」（６年生）

では、神奈川県の様々な地層や地形

が掲載されている。 

 

 

・単元末には、学習前と学習後で振り

返る場面をつくり、自分の考えの変

化に気付けるよう工夫されている。 

・藤沢市の空の様子の変化（５年生）

小田原市の地層（６年生）などが掲

載されている。 
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調 査 資 料        教 科： 理 科   種 目： 理 科   ＮＯ．３ 

発行者の略称 信 教 啓林館 

書  名 楽しい理科 わくわく理科 

 

編修の趣旨と工夫 

学習指導要領との関

連 

内容・構成 

教科・種目別の観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編修趣意書のみ 

・実験方法と初めて使う実験器具の使

い方を同じ頁に掲載するなど、児童

が頁を行き来することなく確認でき

るよう工夫がある。安全上気を付け

ることが朱書きで示され、「保護眼

鏡」「かん気」などの共通のマーク

も併用されている。 

・理科の見方・考え方にマーカーが引

かれ、児童の思考をサポートできる

ようになっている。また巻末では、

日常生活でそれらの力が役立つ場面

を漫画で分かりやすく示している。 

・「くらしとリンク」「理科の広場」

等の頁では、実生活や他教科とのつ

ながりを紹介したり STEAMの発想を

もって課題を捉える工夫がされたり

している。 

・学習の過程をラインで見える化し、

児童自身が見通しをもって主体的に

学ぶ工夫がされている。 

・ＩＣＴ機器の使用例が「活用の目

的」と共に随所に示されている。ま

た、二次元コードも掲載され、「協

働的な学び」「プログラミング教

育」のためのシュミレーション等や

資料系・学習系のデジタル教材も豊

富に活用できるようになっている。 

 

 

 

分量・装丁・表記等 

           

 

 

 ・ＡＢ版。ユニバーサルデザインを採

用するとともに、３・４年と５・６

年で色調を変えている。 

・巻末には「資料室」があり、ノート

のまとめ方や話し合いの仕方など紹

介されている。 

 

本市の児童の実態や

地域等の特性との関

連 

 

 

 ・単元の始めと最後で同じ問いについ

て考えることで自己評価や相互評価

ができるようになっている。 

・光電池を利用して発電する町（６年

生）として藤沢市の「Fujisawaサス

ティナブル・スマートタウン」が掲

載されている。 
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調 査 資 料               教科： 生 活   種目： 生 活    ＮＯ．１ 

発行者の略称 東 書 大日本 

書  名 あたらしいせいかつ たのしいせいかつ 

 

編修の趣旨と工夫 

学習指導要領との関

連 

内容・構成 

教科・種目別の観点 

 

 

 

 

 

 

 

・「いっしょにまなぶなかまたち」と

して、６人の児童や２つのキャラク

ターに、各ページで吹き出しが付い

ていて、児童の気づきを促すものと

なっている。また、上下巻とも季節

ごとに変わる同じ場所のイラストを

掲載しており、児童の興味・関心を

引きつける工夫がされている。 

・児童が学習過程に沿って生活科の

「見方・考え方」を生かしている姿

をイラストを交えながら具体的に例

示している。 

・巻頭に「がっこうせいかつ すたあ

と」が設けられ、幼児教育から学校

教育への架け橋となるスタートカリ

キュラムの内容を丁寧に扱ってい

る。 

・単元の導入ページの小写真とつぶや

きから、児童が自分の実際の経験と

単元で行われる学びが結びつけられ

るようにしている。また、単元ごと

に「かつどうべんりてちょう」が示

され、活動に応じて参照することで

豊かな学びへとつなげる工夫がなさ

れている。 

・見開きいっぱいの絵や大きな写真な

どが使われ、児童の興味・関心を引

き、気づきを促すつくりとなってい

る。 

・上巻「やってみようせいかつか」で

は、「ためす、みつける、たとえ

る、くらべる、みとおす、くふうす

る」などの学習の流れの例を示し、

下巻では、生活科の学習とＳＤＧｓ

とのつながりについてわかりやすく

示している。 

・巻頭「できるよ やってみるよ」の

ページで、小学校での挑戦をすごろ

く風にあらわしていたり、幼児教育

との共通点や違いをイラストと写真

でわかりやすく表していたりする。 

・発表会に向けての準備を見開きでわ

かりやすく例示し、実際に発表する

際の手がかりとなるよう工夫してい

る。自分の気持ちや考えを書く欄が

多く設けられているほか、その手が

かりとなる言葉を「○○ことば」と

して示している。 

 

分量・装丁・表記等 

           

 

 

 

 

 

・上巻巻末には「ほんとうのおおきさ

いきものずかん」のページがあり、

野外活動で発見した生き物をすぐに

調べることができる。 

・「小単元名」や「てをあらおう」、

「やくそく」などが同じ位置に配置

されていて、見やすいレイアウトに

なっている。 

・学習時に教科書に書き込み、切り取

って使えるようなページがあり、友

だちとの対話や交流、気づきを促す

工夫がある。 

・単元ごとの見出しには大きな写真を

掲載し、児童が何をするのか、何を

学ぶのかが視覚的に捉えやすい構成

になっている。 

 

 

 

 

本市の児童の実態や

地域等の特性との関

連 

・平塚の七夕まつりの写真が掲載され

ている。 

・二次元コードを読み取り、「きせつ

のくらし図かん」を開くと、湘南キ

ャンドルとして藤沢市が紹介されて

いる。 

 

・平塚の七夕まつりの写真が掲載され

ている。 

・横浜市の学校で、あまった油からせ

っけんを作る活動が紹介されてい

る。 
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調 査 資 料                  教科： 生 活   種目： 生 活    ＮＯ．２ 

発行者の略称 学 図 教 出 
 

 

 

 
書  名 しょうがっこう せいかつ せいかつ 

 

編修の趣旨と工夫 

学習指導要領との関

連 

内容・構成 

教科・種目別の観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「ものしりのうと」や「ものしりず

かん」などが随所に設けられ、知識

や児童の気づきを促すイラストや遊

び、作品などが豊富に示されてい

る。また、「もっと○○」の頁は児

童の興味・関心が広がる一助となっ

ている。 

・児童が見通しをもった活動の中で、

言語活動が育まれるよう「かんさつ

かあど」や「野さい日記」「はっ見

カード」などの書き方や時系列に見

比べられる工夫がなされている。 

・巻末に「まなびかたずかん」とし

て、「みる、きく、はなす、きく、

かんがえる、はっぴょうする」など

の学ぶ力をつけるための技能がまと

められている。 

・４人のキャラクターや、様々な大

人、登場人物同士で関わる場面のイ

ラストが各所にあり、吹き出しがあ

ることで、児童が感情移入しやす

い。また、多様な考えや思いを知る

ための工夫がされている。 

 

 

・季節に関するページの絵が同じ場所

の風景で、見比べやすくなってい

る。また、多くのページに「？（は

てな）」マークで問いかけがあり、

気づきの視点のヒントになってい

る。 

・見開きページの左上に子どもたちに

備わっている「きづく」「じぶんで

できる」「かんがえる」「つたえ

る」「ちょうせんする」「じしんを

もつ」の６つの力を引き出せるよう

学びのステップが示され、生活科に

おいて大切な「資質・能力」につい

て一目でわかるよう工夫している。 

・巻末の「学びのポケット」に、他教

科との関連の目安となる教科のアイ

コンがつけられており、教科横断的

な視点が分かりやすく例示されてい

る。 

・「わくわくスイッチ」「かんがえま

とめいろ」「ぐんぐんはしご」など

を各単元に設け、学びを見える化

し、自分事として捉えられるように

なっている。 

 

分量・装丁・表記等 

           

 

・植物や虫の「ものしりずかん」のペ

ージなどは、写真ではなく絵で描く

ことにより特徴が見やすくなってい

る。 

・装飾や指示を少なめにして、子ども

の集中が他にそれていかないように

シンプルで見やすい紙面にしてい

る。 

・「はっけんロード」「かんがえまと

めいろ」「ぐんぐんはしご」など、

学習場面ごとに児童に親しみやすい

名称をつけ、学びやすいように工夫

している。 

・「かぞくにこにこ大さくせん」の写

真やイラストでは、母と子、父と

子、祖父と孫、外国籍の親子、など

様々な家族が想定されており、より

多様性を感じさせるつくりになって

いる。 

 

本市の児童の実態や

地域等の特性との関

連 

 

 

・「まちのきせつ（冬）」で、横浜市

の中華街の春節が取り上げられてい

る。 

・「わたしたちの野さいばたけ」で

は、野菜農家がある本市の児童にと

って親しみやすい、いろいろな野菜

の育て方が載っている。 

・神奈川県川崎市のまちたんけんの様

子が掲載されている。 

・「きせつとなかよし ふゆ」では、

雪があまり降らない本市の児童にと

っても参考となる遊びが掲載されて

いる。 
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調 査 資 料                 教科： 生 活   種目： 生 活    ＮＯ．３ 

発行者の略称 信 教 光 村 

書  名 せいかつ せいかつ たんけんたい 

 

編修の趣旨と工夫 

学習指導要領との関

連 

内容・構成 

教科・種目別の観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編修趣意書のみ 

・単元の扉のページで、ダイナミックな

写真や楽しいイラストを示し、児童の

学習への興味・関心を高めたり、これ

から学ぶことのイメージを広げたりす

る工夫がある。 

・学習活動ごとにふりかえりの場として

「こんなことは あったかな」が設け

られており、児童自身の経験を次の学

習につなげられるよう工夫されてい

る。また、「楽しい毎日につなげよ

う」で学習を家庭や地域で活用するよ

う促している。 

・別冊「ひろがるせいかつじてん」では

各単元や他教科に共通する汎用的な知

識・技能がわかりやすくまとめられて

おり、別冊とすることで直ぐに調べら

れる工夫がされている。 

・写真の人物のセリフが詳しく書かれて

おり、児童の伝え方の手がかりとなっ

ているほか、「こんなことあるかも

ね」では多様な考え方や一人一人が安

心して学べるような工夫がある。 

 

 

 

 

分量・装丁・表記等 

           

 

 

 

 

 

 

 ・上巻巻末に「きせつのなかまたち」と

いう別冊のずかんがついており、切り

取って野外活動の時に役立てられる。 

・児童になじみのある絵本作家のイラス

トを用いることで、いろいろな読み取

りや感じ方ができるつくりとなってい

る。また、二次元コードがキャラクタ

ーと一体化しており、児童の目を引く

つくりとなっている。 

 

 

 

本市の児童の実態や

地域等の特性との関

連 

 

 

 

 ・「なつとともだち」では、夏休みにい

ってみたい場所として、藤沢市江の島

の写真が掲載されている。 

・各見開きページに保護者向けのメッセ

ージがあり、学校と家庭との連携が取

りやすい工夫がされている。 
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調 査 資 料                  教科： 生 活   種目： 生 活    ＮＯ．４ 

発行者の略称 啓林館  
  

 

書  名 
わくわく せいかつ 上 

いきいき せいかつ 下 
 

 

 

 

編修の趣旨と工夫 

学習指導要領との関

連 

内容・構成 

教科・種目別の観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各単元のはじめには「どんな○○

○かな。」と問いかける言葉があ

り、児童が主体的に学ぶための動

機づけとなるような工夫がされて

いる。 

・各単元が「わくわく」「いきい

き」「ぐんぐん」の３段階に分か

れていて、試してみて工夫すると

いった学びを深める流れになって

いる。また、児童の気づきの手立

てとなるよう「学びのヒント」を

示している。 

・上巻巻頭「すたあとぶっく～がっ

こうだいすきいちねんせい～」で

は幼児教育からのつながりを、下

巻巻末「３年生へのステップブッ

ク」では、ふりかえりとともに３

年生に向けて自信と意欲をもてる

よう設定されている。 

・これまでの生活上の経験から考え

させる場面が多く、児童が身の回

りのことに興味・関心をもちやす

い構成になっている。 

 

 

  

 

分量・装丁・表記等 

           

 

 

 

 

 

・「びっくりずかんＬＩＶＥ」で

は、実物大の写真や見ることの難

しい写真が多く取り上げられてい

る。また、巻末に「がくしゅうず

かん」があり、生活科の活動に係

ることがわかりやすく説明されて

いる。 

・ページ数は多いが、絵や写真をた

くさん使っているので、児童が学

習に取り組みやすいようになって

いる。 

 
 

 

 

 

本市の児童の実態や

地域等の特性との関

連 

 

 

・相模の大凧まつりの写真が掲載さ

れている。 

・「ふゆとなかよし」では、「ゆき

がふらないちいきでもやってみよ

う」が掲載されている。 
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調 査 資 料                  教科： 音 楽   種目： 音 楽   ＮＯ．１ 

 

発行者の略称  教 出 教 芸 

書  名 音楽のおくりもの 小学校の音楽 

 

編修の趣旨と工夫 

学習指導要領との関連 

内容・構成 

教科・種目別の観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全学年の主要部分では、「学習のめ

あて」や「まなびナビ」が示され、

児童が見通しをもち主体的に学習で

きるように工夫されている。 

・児童が主体的に活動できるように、

各学年の巻末に「音楽のもと」が掲

載されている。また、「にっぽんの

うた」には大きく３ページ分の写真

があり、イメージを膨らませ、表現

がさらに深められるように工夫され

ている。 

・「音のスケッチ」では、児童が思い

や意図をもってまとまりを意識した

音楽づくりができるよう、旋律を用

いた学習活動を系統立てて配置して

いる。 

・歌唱や器楽、鑑賞において多くの楽

曲が掲載されており、基礎から発展

まで様々なジャンルの音楽に触れら

れるようになっている。 

・冒頭の学習マップでは、キャラクタ

ーに吹き出しをつけ、めあてとなる

内容を示すことで、音楽を形づくっ

ている要素ごとにどんなことをすれ

ばよいかがわかるようにしている。 

・学習の手順を分かりやすく示し、吹 

き出しなどで児童の考えや工夫の視

点を例示することによって、児童の

思いや意図をどのように生かすのか

が分かるように工夫されている。 

・「おもいだそう」では、新たな学習

に生かせるように、学んだことを復

習できる工夫があるほか、リズムか

ら旋律、和音へと発達段階に応じて

発展的に音楽づくりができるよう掲

載されている。 

・題材名に合わせて、ねらいに即した

教材を精選し、歌唱・器楽・鑑賞・

創作の学習をそれぞれ関連づけ、学

ぶことができるように工夫されてい

る。 

 

分量・装丁・表記等 

           

 

 

 

 

 

・多様性を意識して、より多くの人に

判読しやすい配色やレイアウト、表

現方法、文字の使用など、細部にわ

たり配慮されている。 

・１、２年生では鍵盤ハーモニカの写 

真が実物に近い大きさで掲載され、 

音を確実に定着させるように工夫さ 

れている。 

・特別支援やユニバーサルデザインの

視点から無地や単色の部分に歌詞や

活動文が配置されている。 

・楽器の写真が大きく、装飾がないの

で見やすくなっており、楽器の大き

さの違いもわかりやすく表記されて

いる。 

 

本市の児童の実態や地

域等の特性との関連 

 

 

 

・４年生では、「ソーラン節」からお

はやしのリズムの学習まで、児童が

地域のお祭りで体験したこととつな

がる内容が多く取り扱われており、

音楽と生活のつながりを感じること

のできる内容となっている。 

・４年生「ちいきにつたわるおどりや

まいの音楽を調べよう」では、神奈

川県の『相模里神楽』が掲載されて

いる。自分の地域の音楽を学ぶ機会

が設定されており、児童にとって自

分の地域の音楽から藤沢市の音楽（

市歌など）へと知るきっかけの一助

となる。 
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調 査 資 料            教科： 図画工作   種目： 図画工作   ＮＯ．１ 

 

発行者の略称 開隆堂 日 文 

書  名 図画工作 図画工作 

 

編修の趣旨と工夫 

学習指導要領との関連 

内容・構成 

教科・種目別の観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 育成したい資質・能力を「くふうさ

ん」「ひらめきさん」「こころさん」

の３つのキャラクターで示してい

る。特に重要な項目は、赤字で強調

されており、児童がめあてや見通し

をもって活動しやすくなっている。 

・ 「小さな美術館」では、前ページの

表現活動と関連した鑑賞の題材が

取り上げられており、表現と鑑賞の

活動を互いに関連させて学べる構

成になっている。 

・ 「あわせて学ぼう」では他教科や学

校生活と関連づける視点が記載さ

れている。二次元コードにはワーク

シートが用意されており、対話的な

学びが実現できるよう工夫されて

いる。 

・ 題材名、学習のめあて、準備する道

具を見開き左上にまとめて示すこ

とで、学習の見通しをもたせる構成

になっている。 

・  

・ ３つのマークで育成したい資質・ 

能力に合わせた「めあて」を示し 

ている。特に大切なめあてのヒント

は、ヒントのマークとともに枠で囲

んで提示しており、児童が主体的に

取り組めるよう工夫がされている。 

・ どの題材にも鑑賞の活動が設定さ

れており、表現のヒント・鑑賞のヒ

ントを参考にし、２つを関連させて

学べる構成になっている。 

・ 「アート・カードを楽しもう」では、

二次元コードにアプリが用意され

ていて、活動を通して協働的な学び

や対話的な学びが促されるよう工

夫されている。 

・ 作品が大きく載せられており、どの

ような工夫をしたのか考えたくな

る構図になっている。また、学習の

見通しがもてるよう巻頭でオリエ

ンテーションを設定している。 

 

分量・装丁・表記等 

           

 

 

 

・ 表紙の題字に布や木材、石など様々

な材料や表現方法が用いられ、児童

の創作意欲が湧くつくりになって

いる。 

・ 二次元コードを利用して、巻末で道

具の使い方を動画で確認できたり、

各ページからは作品が鑑賞できた

りする工夫がされている。 

・ 各題材における題字が活動内容と

関連したデザインとなっており、創

作意欲が湧くつくりになっている。 

・ 二次元コードを利用して、各題材の

ページから、道具の使い方が動画で

確認できたり、３６０度回転して作

品を鑑賞できたりする工夫がされ

ている。 

 

 

本市の児童の実態や地

域等の特性との関連 

 

 

 

 

 

・ １・２年下巻「みんなのギャラリー」

では、茅ヶ崎市の砂の造形遊びが取

り上げられており、海が身近にある

本市の児童に合う活動が紹介され

ている。 

・ ３年生以上には「つながる造形」で、

学校や地域の中にある造形が取り

上げられている。 

・ １・２年下巻「きょうかしょびじゅ

つかん」では箱根彫刻の森美術館が

取り上げられており、本市の児童に

とって身近な場所が紹介されてい

る。 

・ ３年生以上には「広がる図工」で、

生活とつながるアート作品が取り

上げられている。 
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調 査 資 料       教 科： 家 庭    種 目： 家 庭   Ｎｏ．１   

 

発行者の略称 東 書 開隆堂 

書  名 新しい家庭５・６ 小学校わたしたちの家庭科５・６ 

 

編修の趣旨と工夫 

学習指導要領との関連 

内容・構成 

教科・種目別の観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・題材ごとに「いつも確かめよう」

というページがあり、作業手順や

注意点が記載され、基礎基本を確

認しながら学べる工夫がある。 

・「話し合おう」「考えよう」「深

めよう」などの項目が設定され、

対話的な学びの視点が明記されて

いる。 

・巻頭に２学年を通した学びが示さ

れていることから、見通しをもっ

て学習に取り組めるとともに、巻

末にはこれからの生活に目を向け

て考えるよう「２年間のまとめ」

のページを設けている。 

・「日本の伝統」のコーナーがあり、

ものだけではなく、習慣や価値観

についても紹介しており、児童の

見方・考え方の一助になっている。 

・情報量が豊富で、児童の実態に応

じ選び取ることができる。 

・題材の始めに写真やイラストが大

きく掲載されており、学習内容が一

目でわかり、学習の見通しをもちや

すい工夫がある。 

・題材ごとに「生かす・深める」場

面が設定されており、学んだこと

をもとに「対話的な学び」ができ

る工夫がされている。 

・５年の終わりに学習を振り返り、

６年の学習につなげられるよう工

夫されているとともに、６年の終

わりには中学へのつながりに触れ

られ、系統立てた学習となってい

る。 

・日本各地の食文化や季節の料理、

伝統的な生活文化を紹介し、日本

の伝統や文化に興味がもてる工夫

がされている。 

・情報が精選されており、かつ児童

にとってわかりやすい言葉で書か

れている。 

 

分量・装丁・表記等 

           

 

 

 

・野菜の切り方とともに、切る大きさ

が実物大の写真で示され、児童にと

ってイメージしやすいつくりにな

っている。 

・小見出しや目次が題材ごとに番号と

色で分けられており、シンプルでわ

かりやすくなっている。 

・作業手順の写真やイラスト、手元の

写真が大きく、視覚的な支援となっ

ている。 

・小見出しや目次が領域ごとに色分け

されており、どの内容のものかがわ

かりやすくなっている。 

 

本市の児童の実態や地

域等の特性との関連 

 

 

 

 

 

・すべての大題材の導入にステップ１

～３の学習の流れが並べて示されて

いることで、学習の見通しが立てや

すいつくりになっている。 

・旬や地産地消、日本の伝統で食育を

扱い、「持続可能な社会をつくろう

」の中でSDGｓを大きく取り上げ、

環境教育につなげている。 

・制作や調理の例が複数掲載されてお

り、児童の実態に合わせて選択する

ことができる。 

・「できることからはじめて、持続可

能な生活をつくる」や「家庭や地域

の安全・防災」など環境教育や防災

教育に関する内容を取り扱ってい

る。 
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調 査 資 料                  教科： 体育    種目： 保健  ＮＯ．１  

 

 
発行者の略称 東  書  大日本  

書  名 新しい保健  たのしい保健  

 

編集の趣旨と工夫 

学習指導要領との関

連 

内容・構成 

教科・種目別の観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・危険に関連した内容につい  
て、統計をもとに対策を考え
る流れになっている。円グラ
フや帯グラフを使い、視覚的
に分かりやすくしてある。  

・「運動を楽しく続けよう」や
 「自分の気持ちや考えを伝え
 よう」等のインデックスの資
 料では、家庭や地域での健康
 保持増進に繋がる取組みが紹
 介され、体力向上、健やかな
 体を養う態度が育まれるよう
 に工夫されている。  
・健康な生活・不健康な生活  
等、比較して提示する資料が
複数あり、健康リスクや生活
の質の向上に気づきやすいよ
うに配慮されている。  

・各単元ステップ３「深める・
伝える」では、これまで学習
したことや身近な写真やイラ
ストの資料について、自分の
考えをまとめたり、それを他
者に伝えたりする活動が設定
されている。  

・「心の健康」では、「実習」
 の項目で、座ったままできる
 呼吸法や軽い運動が提示され
 ている。また、できたら○を
 付ける欄があり、実践を促す
 工夫がなされている。  
 
 

・各単元に関連ページが示され
学習内容と資料や発展内容を
行き来して学べるよう工夫が
ある。  

・各学年の終わりに「○年のま
とめ」を設け、日常を振り返
り、今後の生活を考えること
で、生涯にわたり健康に生活
する意識付けができるように
している。また、夢を叶えた
著名人を紹介し、健康の大切
さに気付けるようにしてい  
る。  

・各章の最後に「もっと知りた
い」という資料があり、保健
の見方を広げる一助となって
いる。  

・学習内容の導入「つかもう」
では、生活や体験に照らして
考えられる課題が設定され、
その後「調べよう」「話し合
おう」等、主体的で対話的な
活動がしやすいつくりになっ
ている。  

・「心の健康」では、単元の導
入に、教室でできるストレッ
チが取り上げられ、運動領域
と保健領域が密接に関連して
いることが理解できるよう工
夫されている。  

 

分量・装丁・表記等 

 

 

 

 

・記入スペースが豊富にあり、ワ
ークシートを併用せず、教科書
１冊で授業を展開することがで
きるよう工夫されている。 

・イラストに対しての説明が多く、
二次元コードでの資料が動画だ
けでなく、アニメーションや実験
動画、さらにワークシートなど様
々な資料があり、児童が理解しや
すい工夫がされている。 

・二次元コードが小単元名の横
にあり、単元の学びをつかみ
やすいつくりになっている。
また、課題に対して選択肢を
提示し、文章表現が苦手な児
童が、選択肢から選んで取り
組める配慮がされている。  

・児童の生活に関わる場面を幅
広くイラストで提示し、自分
事として学習課題を見つけた
くなるような工夫がされてい
る。  

 

本市の児童の実態や

地域等の特性との関

連  

・多様性を認め合えるよう、多
様なキャラクターを使用して
いる。また、津波についての
記述や安全マップの作り方等
の記載があり、防災意識を高
めている。  

・「犯罪被害の防止」では、公

園やエレベーター等が取り上

げられ、本市の地域性と関連

する場面が多々ある。  
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調 査 資 料                   教科：体育    種目：保健   ＮＯ．２  

 

 
発行者の略称 大修館  文教社  

書  名 小学校保健  わたしたちの保健  

 

編集の趣旨と工夫 

学習指導要領との関

連 

内容・構成 

教科・種目別の観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・統計データは、目盛を使って
読み取るだけでなく、グラフ
に数字が記載され、読み取り
やすい工夫がある。また、イ
ラストや写真、グラフ等がま
とまっていて、それに対し発
達段階に即した学習が設定さ
れている。  

・児童にとって身近に感じられ
る資料が多い。また、「もっ
と学びを広げよう！深めよう
！」の頁が随所にあり、学習
後も活用でき、生涯にわたっ
ての知識が得られる内容とな
っている。  

・「危険なながらスマホ」や「
スマホゲーム依存」等、子ど
も達に身近なことを取り上げ
自身の生活を考えていけるよ
う工夫されている。  

・各学習の展開部分で「話し合
おう」が設定され、友達の考
えを聞いて、新たに気づいた
ことを書く欄があり、対話的
な活動を促すつくりになって
いる。  

・運動領域との関連を「体育の
窓」という形で伝えている。
特に、「よりよい成長のため
に」では、「とんだり、はね
たりする運動や遊び」を紹介
し、子ども達が実際に取り組
みやすい工夫がされている。  

・「変化していく体とわたし」
では、身長、体重ともに男  
子、女子のデータを比較する
ことで身体変化の違いに気づ
くことができる工夫がされて
いる。  

・「わたしのけんこうせん言」
や「もう一歩先の自分へ」で
は、学んだことをこれからの
生活に生かすために意識付け
ができるつくりになってい  
る。  

・学習した内容をどのように生
活に生かすか考えられるよ  
う、単元の終わりに「もっと
考えよう課」と発展的な内容
が設定されている。  

・多様な資料とデータの比較か
ら考えを深めていく工夫がさ
れている。単元の最後にこれ
からの自分の課題を考えるつ
くりになっている。  

・「不安やなやみへの対処」で
は、不安を和らげる方法とし
て、体ほぐしの運動や体操、
ストレッチの仕方を写真やイ
ラストとともに紹介し、児童
が取組みやすいよう配慮がさ
れている。  

 

分量・装丁・表記等 

 

 

 

 

・配色に工夫があり、学習の流れ
が把握しやすくなっている。記
述スペースが大きく、小さな文
字を書くことが苦手な児童にも
取り組みやすいつくりになって
いる。 

・著名な人物の写真や児童に寄り
添ったイラストの言葉から思考
を広げ、他者と対話を進められ
る工夫がされている。 

 
 

・イラストや写真の資料があり、
児童にとって身近な言葉で解説
されている。学習のまとめは簡
潔な言葉で示されている。 

・イラストや写真の資料があり、
「○○を調べよう」の学習課題で 
は、児童にとって身近な課題を設
定し、取り組みやすいつくりにな
っている。 

 

本市の児童の実態や

地域等の特性との関

連  

・エレベーター内や見通しの悪い
駐車場での注意が具体的であ 
る。本市ともかかわりのある、津
波や河口についての記載があり、
防災意識が高められる。 

・着衣泳の行い方や遊泳区域を示
す設備などの記載がある。水の事
故がたくさん取り上げられ、海に
面している本市として、安全意識
が高められる。 

 



23 

 

調 査 資 料                 教科：体育    種目：保健   ＮＯ．３  

 

 
発行者の略称 光文  学研  

書  名 小学保健  新・みんなの保健  

 

編集の趣旨と工夫 

学習指導要領との関

連 

内容・構成 

教科・種目別の観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「心の健康」では、「広げよ
う深めよう」の発展ページ  
に、相談窓口の資料とともに
二次元コードを載せること  
で、児童の心の変化における
悩みに実際的な対応策を示し
ている。  

・「心の発達」では、今までの
自分の変化を捉えた後に、未
来の自分がどのように発達・
成長していくのかを考えられ
るつくりになっている。  

・各章の最後に「広げよう、深
めよう」という身近な生活が
健康に大きく関わっているこ
とが分かるような資料があ  
り、保健の見方を広げる工夫
がされている。  

・「話し合おう」に記述欄が設
けられており、考えをまとめ
てから他者に伝えることがで
きる。記述欄に補助的な指示
が多く、書くことが苦手な児
童への配慮がある。  

・「不安やなやみなどへの対  
処」では、二次元コードを使
い、動画で体ほぐしの運動を
見られるように工夫されてい
る。緊張を和らげる方法とし
て、２つの深呼吸が紹介され
ている。  
 
 

・学習内容に対する資料やデー
タを絞り、大きく示すことで
焦点化されるつくりになって
いる。「身のまわりのかんき
ょう」では、教室の空気の汚
れをグラフで表すことで、変
化の様子をデータの側面から
も理解できるような工夫がさ
れている。  

・「ふりかえる、伝える、つな
ぐ」では、学習したことを伝
えたり、生活に生かしたいこ
とをまとめたりする内容とな
っている。  

・学校場面等、実生活に即した
イラストを精選し、自身の生
活と学習内容を結びつけて保
健の見方・考え方を働かせる
工夫がある。  

・考えたことを表現できるよう
に、えんぴつのマークの横に
補助的に記述する内容を指示
したり、話し合いのもとにな
る写真やイラストを提示した
りしている。  

・「不安やなやみへの対処」で
は、体をほぐす体操がイラス
トで掲載され、体と心がつな
がっていることが分かるよう
工夫されている。  

 

分量・装丁・表記等 

 

 

 

 

・二次元コードが小単元の横にあ
り、導入や補充として使いやす
いつくりになっている。 

・イラストや写真等背景が色分け
され、変化や違いが捉えやす 
く、様々な視点から児童の考えを
引き出せるよう工夫がされてい
る。 
 
 
 
 

・記述スペースがカラーの線で囲
われて見やすくなっている。 

・身近なイラストが語りかける形式
のため、学習内容について見通し
がもちやすく、主体的に学習に取
り組めるつくりになっている。 

 

本市の児童の実態や

地域等の特性との関

連  

・インターネットのトラブルで被
害者や加害者にならないような
注意が記載され、防犯意識を高
めている。 

 
 

・津波に着目した記述や地震が
あった際の避難や海の危険に
ついての記載があり、防災意
識を高めている。  
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調 査 資 料         教 科： 外国語   種 目： 英 語   ＮＯ．１  

発行者の略称 東 書 開隆堂 

書  名 NEW HORIZON Elementary Junior Sunshine 

 

編修の趣旨と工夫 

学習指導要領との関

連 

内容・構成 

教科・種目別の観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各ユニットを４つのステップで分

け、見通しをもった学習活動を促し

ている。 

・４技能の中でも、「書く活動」が学

習活動に十分に組み込まれている。

また、聞く学習から最後の言語活動

までの流れを授業者が児童の実態に

応じて工夫することができる。 

・社会科で学習した地図記号や歴史と

の関連が見られたり、自分の街の魅

力を紹介したりするなど生活の中で

の学びをいかせるつくりになってい

る。 

・各単元末で「Over the Horizon（世

界の文化を知る）」が設けられ、世

界に目を向ける学習内容を設定し、

グローバルな視点を養う構成になっ

ているとともに、日本と世界のつな

がりや地球環境を考える場面があ

る。 

・デジタル教材に、繰り返しボタンや

字幕ボタンが付いているなど操作性

が良く、アニメや実写の映像があ

る。 

・各単元の始まりに、ゴールとそこに

至るまでのステップが表記され、見

通しをもった学習ができるよう工夫

されている。また、相手意識をもっ

てコミュニケーションを図ることが

でき、単元の最後には、個人やペア

で内容を整理、吟味してから表現す

る学習を設けている。 

・４技能を繰り返すことで、表現の習

得を目指している。学習内容を各

Unit８時間ずつ設定し、具体的に活

動を指示しているため、授業者が構

成に則って進めることができるつく

りになっている。 

・５年の巻頭で、既習のフレーズや感

情表現、反応がコンパクトに示され

ている。また、６年では各レッスン

の中で SDGｓの視点で書かれたコラ

ムがある。 

・各単元末の Around the Worldで世界

の文化や生活を扱っている。さら

に、各単元内には学習内容に沿った

世界の紹介動画がある。 

・デジタル教材では、音声に集中でき

るよう、シンプルな作りになってい

る。 

 

分量・装丁・表記等 

 

 

 

・軽量なつくりで、文字がすっきりと

見やすく工夫されている。ほとんど

のページに書く部分があり、ワーク

ブック式となっている。 

・語彙・表現集は別冊で１冊あり５・

６年兼用となっている。 

・読むこと、書くことの活動が十分に

ある。巻末に「Can Do－チェック」

がある。 

・語彙集は別冊で５・６年各１冊あ

る。 

 

本市の児童の実態や

地域等の特性との関

連 

・５年生「Welcome to Japan!」では

日本各地の観光地など、魅力を伝え

合う単元があり、本市に近い横浜を

例に紹介されており、児童が身近に

感じられる教材になっている。 

・江の島の写真が掲載されており、児

童が興味をもって取り組める教材に

なっている。 

 

デジタル教科書 

・該当箇所をタッチすることで、画面

が拡大され、文字や文章の記入がし

やすくなっている。 

・操作ボタンが充実していて、朗読ボ

タンを押せば、日本語も英語もタッ

チすることで朗読してくれる。 
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調 査 資 料         教 科： 外国語   種 目： 英 語   ＮＯ．２  

発行者の略称 三省堂 教 出 

書  名 CROWN Jr. ONE WORLD Smiles 

 

編修の趣旨と工夫 

学習指導要領との関

連 

内容・構成 

教科・種目別の観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・年間３つのユニットに分け、英語で

何ができるようになるかを設定し、

英語表現の音声練習を繰り返すなど

して、基礎的知識の習得を図るよう

工夫されている。年３回の言語活動

「JUMP」で、コミュニケーションの

目的・場面・状況を考えて表現する

構成になっている。 

・毎時間繰り返し４技能を扱うことで

バランスよく技能を育成できるよう

工夫されている。話す活動の設定が

シンプルなため、授業者が児童の実

態に応じて活動を工夫することがで

きるようになっている。 

・２年国語で学習した「スーホの白い

馬」の読み聞かせがあり日本語と英

語での表現の違いを体感できる。 

・年に２、３回世界の文化や生活を扱

っているほか、日本語でも慣れ親し

んでいる世界のお話が、年間３つず

つ紹介されている。 

・デジタル教材にあるアニメの会話の

様子は、話者の主体が大きくなるな

ど工夫がされている。また、チャン

ツとクイズ機能がある。 

・児童が出会うであろう英語を使う場

面が設定され、その場面で必要にな

る表現例などを聞く活動が多く設定

されている。また、例に倣って自分

の思いを伝えられようにする活動を

通して、基礎的知識の習得を図るよ

う工夫されている。 

・各レッスンで４技能を扱う構成とな

っており、授業ごとの習得技能が明

確に示されている。シンプルな紙面

と単元構成で、授業者が児童の実態

に合わせて活動を工夫することがで

きるようになっている。 

・外来語や和英辞典、２年生国語で学

習した「お手紙」が紹介されてい

て、日本語訳との違いが体感でき

る。 

・単元内の聞く活動で、様々な国の話

を紹介していたり、世界の子どもた

ちの話を聞く活動がある。 

・デジタル教材は他教科ともつながっ

ているほか、全ての単元で必要な所

に二次元コードがあり、音声教材を

活用しやすいつくりになっている。 

 

分量・装丁・表記等 

 

 

 

・全体的にカラーユニバーサルデザイ

ンに配慮して編修しており、見開き

全体２ページで視覚的な情報を伝え

ている。 

・語彙・表現集は別冊で１冊あり５・

６年兼用となっている。 

・イラストや写真などの視覚教材がユ

ニバーサルデザインに配慮されてい

る。 

・語彙は巻末にまとめられており、

５・６年で、掲載語彙が異なってい

る。 

 

本市の児童の実態や

地域等の特性との関

連 

 

・ライフセービングに関する教材があ

り、海水浴場がある本市の児童が興

味をもてる内容となっている。 

・鎌倉大仏、横浜中華街など、神奈川

の名所が扱われており、児童が興

味・関心をもって取り組める内容と

なっている。 

 

デジタル教科書 

・該当箇所をタッチすることで、画面

が拡大され、二次元コードのリンク

に飛ばなくても、活動ごとに再生す

ることが可能となっている。 

・単語をタッチするとその音声が流れ

る。画面下に音量・速度の調整ボタ

ンがあり操作しやすいようになって

いる。 
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調 査 資 料         教 科： 外国語   種 目： 英 語   ＮＯ．３  

発行者の略称 光村 啓林館 

書  名 Here We Go Blue Sky 

 

編修の趣旨と工夫 

学習指導要領との関

連 

内容・構成 

教科・種目別の観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学年の目標を設定し、互いの考えや

気持ちを意識した英語学習になるよ

う工夫されている。場面設定例を具

体的に示したり、相手とのやりとり

に欠かせない表現を随所に載せたり

するなどして、多角的にコミュニケ

ーション能力の育成を図っている。 

・各単元で４技能を繰り返し扱う。

「Let’s Try」や「Plus One!」で

学習した表現を使いながら慣れ親し

む活動など、話す学習が十分にあ

り、応用・発展編を合わせて示して

いる。 

・「話すとき気をつけよう」や「聞く

とき気をつけよう」など、日常生活

に生かせる学習態度が記されている

ほか、災害に関連する学びがある。 

・各単元内に各国の紹介があり、言語

活動から世界に興味をもつことがで

きる構成になっている。「世界の友

達」(年３回)では同世代の子どもた

ちを知ることができる。 

・デジタル教材では、字幕の有無を選

択できる。会話や音に合わせてアニ

メの登場人物が動く。 

・各 Unitでできるようになることをゴ

ールとして設定し、ゴールに到達す

るために必要な英語表現の音声練習

を多く取り入れるなど、基礎的知識

の習得を図ることで、毎授業、扱う

表現が１つずつ増えていく構成にな

っている。 

・聞く活動などのインプット活動を重

視したつくりになっており、４技能

の中でも「聞く」学習が多く扱われ

ている。授業者は児童の実態に合わ

せて、表現に慣れ親しむ学習を取り

入れるなどの工夫をすることができ

る。 

・注文の場面では、リスニングで合計

金額を考える算数的な要素がある。 

・各単元末の「Did you know」で、世

界の文化や生活の紹介がある。各単

元内でも世界の子どもの話を聞く活

動があり、言語活動を通して世界を

身近に感じられる構成となってい

る。 

・デジタル教材では、場面に応じて、

音声と同時に英語字幕が出るので文

字を追える。フレーズ集の英文をタ

ッチすると音声が流れるようになっ

ている。 

 

分量・装丁・表記等 

 

 

 

 

・紙面構成、イラストや文字の大きさ

等、児童が見やすいように工夫され

ている。 

・語彙・表現集は別冊で、教科書に挟

み込みが可能。５・６年用それぞれ

単元ごとに配列されている。 

・写真やシンプルなイラストが見やす

く配置されている。 

・語彙集は教科書巻末に掲載（４線は

無し）。５年 Unit８では見開きの世

界地図がある。 

 

本市の児童の実態や

地域等の特性との関

連 

 

・日本の観光地や横浜中華街が扱われ

ており、児童が興味・関心をもって

取り組むことができる内容である。 

・鎌倉大仏、ベイブリッジ、茅ヶ崎出

身の野口宇宙飛行士が扱われてお

り、児童が興味・関心を持って取り

組むことができる内容である。 

 

 

 

デジタル教科書 

・再生可能な音声ボタンを押すと、同

じページ上に操作バーが現れ、その

場で巻き戻しや速度変更ができるよ

うになっている。 

 

・ページ一覧ボタンがあり、視覚的に

前後のページを確認しやすく、目的

のページを開きやすくなっている。 
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調 査 資 料          教科： 道 徳    種目： 道 徳  ＮＯ．１  

発行者の略称 東 書 教  出 

書  名 新しい道徳 小学 道徳 

 

編修の趣旨と工夫 

学習指導要領との関連 

内容・構成 

「特別の教科 道徳」

に係る観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「えんじて考えよう」というページ

が設定され、登場人物になりきって

演じたり考えたりしながら、気づい

たことを伝え合うことができるつく

りになっている。 

・巻頭の「５つのユニットで心の力持

ちになろう」では、教材文をカテゴ

リー化して、学習するテーマを明確

にしている。 

・巻末の考えるためのツール〈心のメ

ーター〉を利用することで、はっき

りと自覚できない自分の考えをメー

ターで可視化することにより、友達

の考えと比較し、自分の心を見つめ

ることができるよう工夫されている。 

・子どもの課題意識に応じ、「SDGｓ」

や「いじめ防止」など現代の課題に

ついて知ることができるよう構成に

工夫がみられる。 

・「『じぶん』について考えよう」の

ユニットでは、個人やグループでの

活動を通して、自分のよさや可能性

を見つめるようになっている。 

・題材の中に「やってみよう」という

項目が設定されており、「動作化」

や「役割演技」を通して、学習者が

道徳的価値を理解できるよう工夫さ

れている。 

・教科書の巻頭に「道徳ではこんな学

び方をするよ」のページが設けられ、

学年ごとに１時間の授業をイメージ

できるような構成となっている。 

・各教材の終わりに自己評価欄が設け

られ、授業で感じたことをすぐに記

録できるように「◎・○・△」など、

発達段階に即して、児童なりの表現

で記述できるように配慮されている。 

・「いじめ防止」や「情報モラル」に

ついての項目は、特に大切にするテ

ーマとしてユニット化し、道徳的効

果が高まるように設定されている。 

・教材ごとに、「深めよう」という項

目が設定されている。友だちとの話

し合い活動を通して、「自分ならど

うするか」を考え、まとめることで

自己を見つめられるように工夫され

ている。 

 

 

 

分量・装丁・表記等 

           

 

 

 

 

・AB版 

・二次元コードから、教材をプロの声

優の音声で聞くことができたり、紙

芝居のように場面絵を見たりするこ

とができる。 

・すべての児童の色覚特性に適応する

ようにデザインされている。 

・AB版 

・二次元コードに参考となる書籍やウ

ェブサイトの紹介がある。 

・色覚の個人差を問わず、多くの人が

見やすい、カラーユニバーサルデザ

インが使用されている。 

 

 

本市の児童の実態や地

域等の特性との関連 

 

 

 

 

 

・２年生「かむかむメニュー」は、本

市の給食にも取り入れられており、

自身の健康や安全を意識する食育と

も関連している。 

・５年生「一ふみ十年」では、自然環

境保護の心がけを伝えており、八ヶ

岳野外体験教室の学習と重ねて考え

やすい。 

 

 

 

・２年生「わたしの町のあんこやさん」

では、本市の各地域で続いているお

店と関連付けて考えられる。 

・５年生「一木一石運動」では、自然

保護活動が扱われている。本市は海

岸の清掃や森林の保護する活動があ

り、児童の身近なことと関連してい

る。 
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調 査 資 料          教科： 道 徳    種目： 道 徳  ＮＯ．２  

発行者の略称 光 村 日文 

書  名 
道徳 

きみが いちばん ひかるとき 

小学道徳 生きる力 

道徳ノート 

 

編修の趣旨と工夫 

学習指導要領との関連 

内容・構成 

「特別の教科 道徳」に

係る観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・考えるヒントとして、「演じて考え

よう」や「道徳で使う言葉」が紹介

され、学習内容によって選択できる

よう工夫されている。 

・巻頭には「道徳みちあんない」があ

り、１年間何を学んでいくのかが明

記されている。 

・巻末に、「学びの記録」として、各

教材で学んだ後の一言感想や振り返

り等、自分の考えを記述する欄が設

けられ自身の変容が見えるようにな

っている。また、「考えるヒント」

では、図を使って自分の考えを可視

化したり広げたりする工夫がある。 

・現代的な課題とされる「いじめ防止」

や「情報モラル」などとコラムを組

み合わせたユニット構成がある。 

・ＳＤＧｓとの関連をマークで示し、

次のページや付録にはそれに関連し

た記載があるなど、教材から児童の

考えが広がっていくような工夫がさ

れている。 

・「ぐっと ふかめる」というページ

では、写真やイラストを使い、役割

演技などで児童が教材をイメージし

やすい工夫がされている。 

・各学年の巻頭に「道徳の学び方」の

ページがあり、児童が学習の見通し

をもちやすい構成になっている。 

・各学年別冊の道徳ノートがついてお

り、一年間の記録が残せるため、自

分の考えの振り返りがしやすい構成

になっている。また、他教科とのつ

ながりを持った活動ができるよう「心

のベンチ」というページが設けられ

ている。 

・現代的な課題である「いじめ防止」

に繋がる「人との関わり」を意識し

た教材を組み合わせたユニットが、

毎学期設定されている。 

・二次元コードには、「シンキングツ

ール」や「しんじょうメーター」な

どがあり、多面的・多角的に考える

工夫がされている。 

 

 

 

 

 

分量・装丁・表記等 

           

 

 

 

・B５版 

・ユニバーサルデザインに配慮したオ

リジナルの教科書体活字を使用して

いる。 

・当該学年の配当漢字には、全て振り

仮名が付けられている。 

 

・AB版 

・挿絵や写真が随所にあり、具体的に

イメージしやすい。 

・全ての教材が右側のページから始ま

っている。 

 

本市の児童の実態や地

域等の特性との関連 

 

・４年生「いのちをつなぐ岬」では海

や水族館がある本市の児童が、身近

なこととして考えやすい構成となっ

ている。 

・６年生「クジラとプラスチック」で

は海洋汚染について書かれている。

本市でもビーチクリーンやマイクロ

プラスチックを回収する装置を設置

するなど環境保全に力を入れている

ため、身近な課題として考えを深め

ることができる。 

・３年生「水族館ではたらく」では、

神奈川県の八景島シーパラダイスで

働く飼育員が題材となっている。本

市の新江ノ島水族館とつなげて、身

近なこととして考えられる題材とな

っている。 

・５年生「ひとふみ十年」の「ぐっと

深める」では、由比ヶ浜や逗子海岸

が掲載されており、教材と関連させ

て身近なこととして考えられる題材

となっている。 
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調 査 資 料           教科： 道 徳    種目： 道 徳  ＮＯ．３  

発行者の略称 光 文 学研 

書  名 小学 道徳 ゆたかな心 新版 みんなの道徳 

 

編修の趣旨と工夫 

学習指導要領との関連 

内容・構成 

「特別の教科 道徳」に

係る観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「みんなでやってみよう！」という

実際の問題場面を想定した体験的な

活動ができるコラムが設けられてい

たり、巻頭では、言葉のカードを使

った交流が紹介されていたりするな

ど、対話から学びが深まるよう工夫

されている。 

・巻頭に１時間の授業の流れや学び方

を明示し、見通しをもった学習がで

きるよう構成されている。また、思

考ツールが紹介され、自分の考えを

まとめる一助となっている。 

・巻末に自己評価シート「学びの足あ

と」が用意されており、児童が自身

で学習後の振り返りができるよう工

夫されている。 

・特に重要なテーマとして、「生命・

自然」「いじめ・情報モラル」「人

権・共生」「安全・健康」「レジリ

エンス」の５つを掲載し、現代的な

課題に対応している。 

・単元の最後に「かんがえよう」が設

けられ、視点の異なる発問が掲載さ

れ、多面的・多角的な考えを促すよ

うな構成となっている。 

 

・「心のパスポート」というページで

は、関連資料を紹介し、自分事とし

て課題を捉えたり話題を広げたりし、

多面的・多角的に考える工夫がされ

ている。 

・現代的な課題として１１のテーマが

設定されており、児童が自分自身や

自身を取り巻く人や社会、環境とつ

ながっていることに気づくことがで

きるよう構成されている。 

・巻末に「つなげよう ひろげよう」

として、１年間の道徳の学習の振り

返りのページを設け、自己を見つめ

る工夫がされている。 

・「いのちの教育」を最重点テーマと

して、内容項目「生命の尊さ」を土

台に、多様性に関連する教材といじ

め防止に関連する教材が取り上げら

れている。 

・各学年「いのち・多様性・キャリア」

の３つのテーマでそれぞれ２つの教

材（視点）からなるユニット教材が

設定され、６年間系統立てた学習が

できるようになっている。 

 

分量・装丁・表記等 

           

 

 

・AB版 

・読み間違えにくいユニバーサルデザ

インフォントが使用されている。 

・第３学年まではすべての漢字にふり

仮名がつけられている。 

・AB版 

・大きめな文字で表記されている。ユ

ニバーサルデザインフォントの文字

が使用されている。 

・カラーユニバーサルデザインに配慮

されている。 

 

 

本市の児童の実態や地

域等の特性との関連 

 

 

 

 

・５年生「海を耕す人たち」では、片

瀬漁港がある本市の児童にとって、

身近なこととして考えられる構成と

なっている。 

・６年生「地球があぶない」では、海

洋汚染やメダカの絶滅の危機につい

て話題にされている。本市は海に面

していたり、地域固有の「藤沢メダ

カ」が生息していることから、児童

が身近なこととして学ぶことができ

る。 

・４年生「ウミガメの命」「へらぶな

つり」では、川や海のある本市の児

童にとって身近なこととして考える

ことができる。 

・６年生「カラフルな工夫」では、本

市の学校でも取り扱っているチョー

クの製造会社が取り上げられている

ため、学習と関連させて児童が身近

に感じながら学習できる。 



令和６年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会調査員一覧

教科 種目 氏名 所属校 氏名 所属校 人数

石橋　隼人 村岡小 石渡　真理子 羽鳥小

川添　俊雄 六会小 鴨野　愛美 高谷小

阿部川　友洋 辻堂小

上坂　康信 鵠南小 岸　香代子 滝の沢小

福井　康子 大庭小

江原　竜平 鵠洋小 西田　将之 新林小

丸山　大輝 片瀬小 本間　幸代 石川小

佐藤　遼 善行小

阪本　孝太 大道小 川野　真一郎 小糸小

半澤　翔 長後小

倉持　智敏 辻堂小 三木　卓也 俣野小

上村　光 秋葉台小 芦澤　愛 滝の沢小

平野　貴子 八松小 工藤　琢人 天神小

竹尾　竜昇 明治小 酒井　亮子 大鋸小

髙橋　道陽 鵠洋小 佐野　里枝 大清水小

藤原　　暢之 富士見台小

今村　文 鵠沼小 三木　匡仁 大越小

尾形　美沙子 六会小 荒川　さくら 中里小

寺元　はるか 鵠洋小

押味　智美 辻堂小 小林　誠 中里小

石黒　丈也 御所見小 小谷　尚子 天神小

井上　寛子 御所見小 綱本　秀行 新林小

村上　知世 羽鳥小 野々垣　千明 大清水小

東　広志 秋葉台小 磯貝　美和 亀井野小

山本　奈央 長後小

原田　大 藤沢小 泉　翔太 八松小

須山　達也 六会小 村上　裕 富士見台小

中田　智規 藤沢小 倉方　祐子 湘南台小

河野　里沙 本町小 西塔　慶子 小糸小

八森　祐樹 高砂小

黒羽　玄記 明治小 平川　里美 浜見小

河原﨑　啓太 大道小 川原　心 駒寄小

下山　恵美 鵠南小

音楽

5

3

5

3

6

5

5

4

算数

理科

道徳 道徳

国語

書写

国語

社会

地図

社会

図工

家庭

体育

外国語

保健

英語

図画工作

生活

5

3

4

5

算数

理科

生活

音楽

家庭

4


